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Abstr act
The pape r e x a min e sthe n atu r e of follo Ⅵr upinte rvie w, which is o n e of the
m o stim po rta nt m ethodologie s of data colle ctio n fo rthe s 鴫 of c o nta ct situ atio n s
u sing the la ngu age m a n age m e ntfra m e w o rk. In the 鹿甜 取 成 轟 倍馳 馳 鴫 唖由 paEPe r
mic r o- a n alyz ed s egm ents of a tape
- re co rded fonow - upinte､耶誠ew 盛e野&地主喝 fr o mthe
point ofvie w thatfollo w
- upinte rvie w s a r e s o6ia11y situ ated a nd c o n stm c七ed withthe
co ope r atio n of the inte r vie w e r and inte r vie w e e. Findings indic ate that (i) the
inte rvie w e ein the s u rv ey te ndedto put e放)rt to e stablisllhis o w ninte rvie w sche m a
fr o m the ope ning s e ctio n of the inte rvie w,(ii) the inte rvie w e e, a s als o sug ge sted by
Erics s o n a nd Sim o n(1993), ofte n r epliedto the inte rvie w e r's qtle 畠tio n sby his･ o w n
inferen c e andge n eratio n whe nhe w a s un able 七o r etrie v ehislo ng七im e m e m o ry(L!
(iii) the fr a m e of inte rpr etatio n pr o vided by the inte rvie w e rinfhle h C ed the
inte rvieふe e,良 r eplie s signific a ntly, and(iv)if his IN N is n ot r etriev ed, the n the
a rtic ulatio n r ega rdingto th占original inte r a ctio n data obs e rv ed bytheinte rvie w e ein
thefollo w･ upinte r view sho uld be r eg arded a sinte rpretatio n data of theinte r a ction,
r athe r tha nintro spe ctiv e data de riv ed fro mla n酢1 age 皿 a n age ment Of the o rig血al
inte ractio n. T he pape rfin al ly m ake s s ug ge stio n sforinte r viewe r s､ of ho w to c 血 戚
follo w -upinte rvie w s a ndtointe rpr etinte r vie wdata.
I. は じめに
内省的デ - タ収集法 の 1 つ で あるフ ォ ロ - ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー (ネタス ㌣プ ニ ー 丑9･9醜
ioo 2) とは , ｢調査対象者 の 実際の行動に伴うプロ せ ス を意戟偲 L,, 雷 靴 骨る恵めの赤津
論で ある+ (フ ア ン 2 002: 8 8). 接触場面 の ある
､
タス ク母イ ペ ン 恥旺参加 虹た調査対象者が
そ の場面でイ ンタ ー アク シ ョ ン をどの よう に管理 しようと して い たかを包括的旺調査する
ためには , 現在の とこ ろ, こ う した方法 が最善で あると言 えようr .
しか し, フ オ .ロ ー ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー を実際に採用するとき, イ ン タ ビ ュ ー 時の 相互
作用が異なる こ とで異なる内省デ ー タが得られ るこ とがある,. デ ー タの 分析にお い ても調
査者による解釈作業が必要なた 軌 アオ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ
ー の信頼性は つ ねに 保証
されて い るわけでは ない .
本稿で は, フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ - 叡JQンタ ビ 皿 - P イ ベ ､ y 恥をして と らえ, そ
の文字倣資料を分析する こ と からタ,, プ 舟 四 … ア ブ プ ･イ ン ダ ビ ュ ー に'おける留意点と可能
性罷こ つ･取tkて添 監･る p
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フ ォ ロ.
- ア ッ プ イ ンタビ ュ ー に おける質問と応答 (村岡)
2. 先行研究と本稿の 目舶
2･ 1 フォ ロ ー ア ッ プ ∴イ ンタ ビ ュ ー の 問題点
接触場面研究 にお い て , フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ ー は , 主 に以下 の ような3種類の
使われ かた をして きた . i,
(1) ある言語行動 の 不明な箇所 に つ い て の 確認
ビデオ録画な い し音声テ ー プ に よ る録音で は, 人 の 声は しば しば不明瞭に しか記録 で き
なか っ た り, 他 の 参加者 の 声や物音な どに よ っ て速断された りす る こ とが あ る. そう した
不明な箇所 に つ い て実際に は どう言 っ た の か を本人に確認 する もの .
(2) ある言語行動 の 不明な意図に つ い て の 確認
記録 されたデ ー タに言語行動 は明瞭に 示 されて い るが , そ の発話や表情, 非言語行動 の
意図が暖味な場合に, そ の意図 を本人に確認するもの ･ 意図的 に言語行動を唆昧にする場
合と, そ の場面に 参加 して い な い調査者 に ニ ュ ア ン ス が伝わらな い場合 とが考えられる .
会話分析などで は , 割り込み, 沈黙などは現れ る文脈に よ っ て そ の機能や意図がか なり の
程度まで推測可能 だが , 最後の 確認 と して本人 - の フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ ー が有効
である .
上 の 2 つ の 使われ方で は , 調査 の対象は あくまで も言語行動 で あり, 言語管理が生 じて
い る場合で もそ の最後 の 段階で ある調整 の 実施 の様子 をより い っ そ う明瞭に しようとす る
目的で行われ るもの で ある .
(3)言語 に対する行動 (言語管理) の 検証
上 の 2種類 に対 して , 言語管理 の 検証 にお い ては , コ ミ ュ 干 ケ - シ ョ
p
ン
､
の 表層 に観察で
きる言語行動よりも, 調整 実施 まで の プ ロ セ ス や実施に 至 らな い プ ロ セ ス に調査 の 関心 の
ある ことが 多い ･ その た め , イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 際の 意識調査 とい う面が強い (ネウ ス
トプ ニ ー 1994, 20 02; フ ア ン 200 2).
以上 の 3種類の 使われ方 の うち, (1)(2)に つ い て は フ ォ 占 - ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー か ら
得られた 内省デ ー タは ,談話デ ー タ の分析結果と照合され るため ,相 互検証が 可能 である .
しか し, (3)の場合に 札 た とえ会話デ ー タ を参考にする と言 っ て も, これまで の 研究で は
内省デT タ 中心の 分析となる傾向が 強 い ･ デ ー タの tria ngulatio n(複数デ ー タに よ る検
証) が弱 い場合に , どこまで フ ォ ロ ー アッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー に よる内省 デ ー タ に価値が あ
るだろうか ･ あるい は , どの ような内省デ ー タで あれば価値が あ ると言 えるだ ろうか .
2･. 2 情報処理 の ア プロ ー チ とイ ン タ ビ ュ ー
第2言語習得論の流れ か ら刺激回想法 stim ulated r e c allm etbodolo･g yと呼ばれる フ ォ
ロ ー ア ッ プ ･ イ ン タ ビ ュ ー は , 最近 , 評価が高ま っ て い る ･ Ga s s a nd McEey (200 0) に よ
れば, こうした内省的方法には , ｢外 の 現実世界のイ ベ ントが観察可能 で あるように, 内的
プ ロ セ ス も観察可能 で ある こ と
, さらに人 は自分自身の ある レ ベ ル の 思考プロ セ ス にア ク
セ ス でき , か つ そ の思考プ ロ セ ス を言語化する ことが出来 る+(id. , p. 1) という前提があ
る
.
･ さらに･ 刺激回想法の 前提 には ｢情報処理ア プロ ー チがあり , 情報の 回想 を助ける刺
激によ っ て
, 記憶構造の利用やそ こ - の アクセ ス は増す+ と考えて い る(id.･, p. 1 7).
フ ォ ロ ー ア ッ プ ･ イ ンタ ビ ュ ー もそ の 中に含まれ る, 口頭報告 v e rbal r ep｡rt による 内
省的デ ー タ収集法に対す る批判 は , 行動主義的 なパ ラダイ ム が優勢な中で行われたもの で
あらても, 傾討に値す る課題 を示 して い る ･ r たとえば, Nisbett a ndWils o n(19 77)で はつ
ぎの ように指摘す る ･ ｢人 の 言葉に よる自分 の行動 の報告は , ア クセ ス した認知 プ ロ セ ス の
情報 に基 づ い て い る のセは なく , 先験的 で潜在的な因果関係 の 理論 に基づ い て い るか, あ
る反応が ある特定 の刺激を原因とする こ とに?い て その も っ とも らしさ pla u sibility の
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